取扱説明書 OLYMPUS® 


基本編 

L A 


デジタルカメラ 




[はじめに 


このたびは、オリンパス製品をお買い上げいただきまして、誠にあり 

がとうございます。 

製品をご使用になる前に、取报説明書をお読みいただき、安全に正し 

くお使いください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 

■本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。商品名、型 
番等、最新の情報についてはカスタマーサポートセンターまでお問い合わせ 
ください。 

■本書の内容については、万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点、 
誤り、記載もれなど、お気づきの点がございましたらカスタマーサポートセ 
ンターまでご連絡ください。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写することは、個人としてご利用に 
なる場合を除き、禁止します。また、無断転載は固くお断りします。 

■本製品の不適当な使用により、万一の損害、逸失利益、または第^者からの 
いかなる請求に関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承くだ 
さい。 

■本製品のが障、当社指定外の第立者による修理、その他の理由により生じた 
画像データの消失による、損害および逸失利益などに関し、当社では一切そ 
の責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本製品で撮影された画像の質は、通常のフィルム式カメラの写真の質とは異 
なります。 

電放障害自主規制について 

■ この装置は、情報処理装置等電玻障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づ 
くクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的 
としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信蝶に近接して使用さ 
れると、受信障害を引き起こすことがあります。 

■ 飛行機内では、離発着時のご使用をお避けください。 

• 本製品の接続の隙、当製品指定のケーブルを使用しない場合、 VCCI 基準の限 
界値を超えることが考えられます。必ず、指定のケーブルをご使用ください。 

• 巧橄説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

商標について 

• Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

• Macintosh および Apple は米国アップルコンピュータ社の登録商標です。 

• その他本説明書に記載されているすべてのブランド名または商品名は、それ 
らの所有者の商標または登録商標です。 

カメラファイルシステム規格について 

カメラファイルシステム規格とは、電子情報技術産業協会 (JEITA) で制定され 

た規格 「Design rule for Camera File system/DCF」 です。 


• この取扱説明書は基本的な撮影と再生の操作について説明しています。詳 
しい機能については、別冊の「取扱説明書応用編」をお読みください。 

• ご使用前に取扱説明書をよくお読みになり、海外旅行などの大切な撮影の 
前には試し撮りをしてカメラが正常に機能することをお確かめください。 

• 取扱説明書で使用している液晶画面やカメラのイラストは、実隙の製品と 
は異なる場合があります。 
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の中身を確認する 

万一、付属品が不足していたり破損している場合は、お買い上げ 
の販売店までご連絡ください。 






巧話書 ご愛用者登録はがき 
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14 種類ある撮影シーンから選ん 
でシャッターを切るだけ！ 

カメラ I こおまかせでさまざまな 
撮影シーンを手軽に楽しめます。 


1.8 型液晶モニタで、撮影 
した画像をきれいに再生 
します。 


被写体が AF ターゲットマーク（中 
央）から外れても、カゾラが判断 
してピントを合わせます。 

([ AF ち式]を [ iESP ] に設定時） 






このカメラでできること 


付属の AV ケーブルで、テレビ 
と簡単に接続できます。リビン 
グ•旅先•パーティー会場など 
で、撮影した画像をテレビで楽 
しめます。 






パソコンやプリンタにつなげると.... 


1 - r| 付属のソフトウェア （OLYMPUS Master) 

g で力ードに保存されている画像をパソコ 

I_I ンに取リ込み、再生することができます。 



PictBridge 巧応プリンタなら、パソコンを 
使わずにプリントできます。 


光学2倍/デジタルと合わせて8倍のズーム機能で、遠くの景色もきれいに撮彭します。 



光学1倍 



光学2倍 光学+デジタルの8倍 


撮影した画像を変換して、オリジナルとは別の画像としてイ呆存できます。 




フイ ツンユ アイ 


各機能の詳しい説明や、カメラのより高度な使いホについては、別冊の 
「取極説明書応用編」をご覧ください。 

応用編では付属のソフトウエアのインストール、エラーメッセージや困 
つたときの巧処方法についても説明しています。 
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f 安全にお使いいただくために 


ご使巧の前に、この内容と応巧編の r 使巧上のご注意 J をよくお読みのうえ、 
製品を安全にお使いください。 

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々 
への危害とお産の損害を未がに防止するためのものです。内容をよく理解 
してから本文をお読みください。 


A \ を険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死こまたは 
重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容を示して 
います。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り掘いをすると、人が死こまたは 
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して誤った取り極いをすると、人が傷害を負う 
可能性が想定される内容および物自勺損害のみの発生が想定さ 
れる内容を示しています。 


製品の取り扱いについて 


么警告 


• 可燃性ガス、爆発性ガス等が大気中に存在するおそれのある場所では使巧しない 

引火•爆発の原因となります。 

• フラッシュを人(特に乳幼児）じ向けてま近距難で発光させない 
• カメラで日光や強い化を見ない 

巧力障害をきたすおそれがあります。 

• か巧、子供の手の届く場巧に放置しない 

iu 下のような事がが発生するおそれがあります。 

• 誤ってストラップを首に卷きつけ、窒息を起こす。 

-電池や xD ピクチャーカードなどの小さな付属品を飲み込む。万一がみ込んだ場合 
は、直ちに医師に連絡し指示を受けてください。 

-目の前でフラッシュが発光し、視力障害を起こす。 

-カメラの動作部でけがをする。 

• ほこりや湿気、巧ほ、湯気の多い場所で長時聞を用したり、保管しない 
火災•感電の原因となります。 

• フラッシュの発光部分を手で覆ったまま発化しない 
• 連続発化後、発化部分に手を触れない 
やけどのおそれがあります。 

• 分おや改造をしない 

感電•けがをするおそれがあります。 

• 内部に水や異物を入れない 
火災•感電の原因となります。 

巧一水に落としたり、内部に水や異物が入ったときは、すぐに電源を切り電池を抜き、販 
売店、当社修理センター、またはサービスステーシヨンにご相談ください。 

• 通電中の充電器、充電中の電池に長時間触れない 

充電中のを電器や電池は、温度が高くなります。また別売の AC アダプタをご使用時も長 
時間お使いになっていると、本体の温度が高くなります。長時間皮虜が触れていると、お 
温やけどのおそれがあります。 

• ま巧の当な製リチウムイオン電池と充電器 m 外は使巧しない 

発熱、変おなどじより、火災•感電の原因となります。またカメラ本体または電源がが障し 
たり、思わめまががおきる可能性があります。専用品 iu 外の使用じより生じた傷害は補償 
しかねますので、ご了承ください。 
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安全にお使いいただくために 


A 注意 


• 異臭、異常音、煙が出たりするなどの異常を感じたときはを用を中止する 

火災•やけどの原因となることがあります。 

やけどにを意しながらすぐに電池を取り外し、販売店、当社修理センター、またはサービ 
スステーシヨンにご連絡ください。 

(電池を取り外す際は、素手で電化を触らないでください。また可燃物のそばを避け、屋外 
で巧ってください。） 

• 濡れた手でカメラを操作しない 

が障•感電の原因となることがあります。また AC アダプタの巧き差しは、濡れた手では絶 
対にしないでください。 

• カメラをストラップで提げて持ち運んでいるときは、化のものに引っかからないように 
を意する 

けがや事がの原因となることがあります。 

• 高温じなるところに放置しない 

部品の劣化•火災の原因となることがあります。 

• ま用の AC アダプタなかはを巧しない 

カメラ本体または電源がが障したり、思わぬ事がが起きる可能性があります。専用 iU 外の 
AC アダプタの使用じより生じた傷害は補償しかねますので、あらかじめご了承くださ 
い。 

• AC アダプタのコードを傷つけない 

AC アダプタのコードを引っ張ったり、継ぎ足したりは絶対じしないでくださし、必ず電 
源プラグを持って、抜き差しを巧ってください。 

iU 下の場合はただちに使用を中止し、販売店、当社修理センターまたはサービスステー 
シヨンじご相談ください。 

-電源プラグのコードが熱い、焦げ臭い、煙が出ている。 

- AC アダプタのコードに傷、断線、または電源プラグに接触不良がある。 

電池についてのご注意 


液漏れ、発熱、発火、破裂、誤飲などによるやけどやけがを避けるため、 LUT のを意事項 
を必ずお守りください。 

A 危験 


• 义の中に投下したり、加熱しない 
発火•破裂•火災の原因となります。 

• (+)(—) 端子を金属類で接続しない 

• 電池と金属製のネックレスやヘアピンを一緒に持ち運んだり、保管しない 
シヨート、発熱し、やけど•けがの原因となります。 

• 直が日光のあたる場所、炎天下のま内、ストーブのそばなど高温になる場所で使用•放置 
しない 

液漏れ、発熱、破裂などじより、义災•やけど•けがの原因となります。 

• 直}まハンダ付けしたり、をお•巧造•分解をしない 
端子部安全弁の破壊や、内容物の飛散が生じ危険です。 

火災•破裂•発火•液漏れ•発熱•破損の原因となります。 

• 電源コンセントや自動まのシガレットライターの差し込み口等に直}ま}ま続しない 
火災•破裂•発火•液漏れ•発熱•破損の原因となります。 

• 電池の巧が目に入った場合は失明のおそれがあるので、こすらず、すぐに水道水などのき 
れいな水で十分に洗い流したあと、直ちに医師の診断を受けてください。 


さ 








安全にお使いいただくために 


A 警告 


• 水や巧水などにつけたり、端子部を濡らさない 
• 濡れた手で触ったり持ったりしない 

感電•が障の原因となります。 

• 所定の充電時聞を超えても巧電が完了しない場合は、充電を中止する 
火災•破裂•発火•発熱の原因となります。 

• 外装にキズや巧提のある電池はを用しない 
破裂•発熱の原因となります。 

• 電池に強い衝擊を与えたり、投げたりしない 
破裂 • 液漏れの原因となります。 

• カメラの電池まををおさせたり、異物を入れたりしない 
• 液漏れ、を色、をお、その化異常が発生した場合は、使巧を中止する 
火災•感電の原因となります。 

販売店または当社 サー ビスステーシヨンじご相談ください。 

• 電池のあが皮膚•巧類へ付着すると、皮膚に傷害をおこすおそれがあるので、直ちに水道 
水などのきれいな水で洗い流してください。 

A 注意 


• 電池を使ってカメラを長時間連続使巧した後は、すぐに電池を取り出さない 

やけどの原因となることがあります。 

• 長巧問使用しない場合は、カゾラから電池をかしておく 

液漏れ•発熱により、火災•けがの原因となることがあります。 

充電おについてのご注意 


A 危験 


• 巧電器を濡らしたり、濡れた巧態または濡れた手で触ったり持ったりしない 
が障•感電の原因となります。 

• 巧電器を巧などで覆った状態でを用しない 

熱がこもってケースが変形したり、火災•発火•発熱の原因となります。 

• 巧電器を分お•改造しない 
感電•けがの原因となります。 

• 巧電器は指定の電源電圧で使用する 

指定 LU 外の電源電圧を使用すると、火災•破裂•発煙•発熱•感電•やけどの原因となりま 
す。 

A 警告 


• コン七ントからの巧き差しは、必ず巧電器本かを持つ 

充電器本体を持たないと、火災•感電の原因となることがあります。 

iu 下の場合はすぐに使用を中止し、販売店、当社修理センター、またはサービスステー 

シヨンじご相談ください。 

-電源プラグが熱い、焦げ臭い、煙が出ている。 

-電源プラグに接触不良がある。 

A 注意、 


• お手入れの際は、電源プラグをコン七ントから巧いて巧ラ 

電源プラグを抜かないで巧うと、感電•けがの原因となることがあります。 
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ミ舌防水について 


本製品は、生活防水機能をもっていますが、水中で使用することはでき 
ません。 

お客様の誤ったご使用方までの浸水による故障は、保証が象外となり 
ますのでごま意ください。 

(生;舌防水: J に保護等級4相当（当社試験方法による）に該当し、いかな 
る方向からの水の飛まつを受けても有害な影響を受けないことをいい 
ます。） 

な下の点を守り正しくご使用ください。 


•水で洗わないでくだ•水の中に落とさない•水中での撮影はでき 
さい。 でください。 ません。 


電池/コネクタカパーがミ孚き上がつている場合は浸水の原因になります 
ので、ごを意ください。 



電ミ也/コネクタカバーをしっかり閉めます 

•水しぶきなどをミ谷びてカメラに水;商がついた場合は、早めに乾いた巧 
などで水;商をふき取ってください。 

• 本襲品の付属品（充電;せなど）は生;舌防水ではありません。 
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17 . トラップをつける 



2 少し強めに引っ張り、ゆるんで抜け 
ないことを確認してください。 



みを意 

• ストラップを持ってカメラを振り回したり、無理に引っ;長らないでくださ 
い。ストラップが切れる場合があります。 

■手順にしたがってストラップを正しく取り付けてください。万一、誤った 
取り付けによリストラップが外れてカメラを落とすなどした場合、損害な 
ど一切の責任は負いかねますのでご了承ください。 
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ミせを充電する 


このカメラは付属のオリンパス製リチウムイオン電池 （ U -30 B ) 1個を 
使用します。 U -30 B な外の電池は使用できません。 

お買い上げの隙の電池は十分に充電されていませんので、ご使用の前 
に専用の充電器 （ U -30 C ) で充電してください。 

I ~充電時間 ~I 約 110 分 I 


J 電ミ也を矢印の方向にセットします。 



リチウムイオン電ミ也 
( LI -30 B ) 


2 電源プラグを矢印方向に下げて、家庭用 
電源コンセントに差し込みます。 

充電が開始すると充電表示ランプがホく点 
灯します。緑色になったら充電完了です。 


みを意 



家庭用電源コンセント 
( AC 100 V ) 


• 専用の充電器]; I 外は使用しないでください。 

• 長時間使用する場合や寒冷おで使用する場合 
は、予備電池（別売）のご用意をおすすめします。 

• 充電器は AC 100 〜 240 V (50/60 HZ ) の電圧範囲 
でご使用になれます。海外でご使用の際は、変 
換プラグアダプタが必要になる場合がありま 
す。詳しくは、電気店や旅行代理店でご確認く 
ださい。 

• 巿販の海外旅行用電子式蜜圧器（トラベルコン 
バータ）は、充電器がが障することがあります 
ので使用しないでください。 


充電表示ランプ 
ホ：充電中 
緑：充電完了 
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おを入れる/取り出す 


電ミ也はオリンパス製リチウムイオン電池 （LI-30B) 1個を使用します。 
電ミ也を入れる前、取り出す前にな下のことを確認してください。 


① 電動バリアが閉じている 

② 液晶モニタがミ肖えている 
⑤ランプがミ肖えている 




'—②液晶モニタ 
—③ランプ 


電池を入れる 



® の部分を押しながら電池/ 
コネクタカバーを矢印の方向 
に開きます。 


電化/コネクタカバー 



け 





電池を入れる/取り出す 



電ミ也の向きを合わせて、電池ロック 
ノブで電池がロックされるところま 
で入れます。 

み注意 

■電化の向きが正しくないと、電化/コネク 
タ カバーが 閉まりません。 



9電ミ也/コネクタカバーを閉じます。 

をヒント 


• 電池/コネクタカバーが閉まらないとき 
は、無理に押さず、電池の向きを確認して 
ください。 

• 新品電池使用時（フル充電時）の撮影枚数 
については、別冊の「取撒説明書応用編」 
の「6付録ーカメラの仕様」を ご費く ださし、。 



みを意 

• ]； ■(下の条件では撮影をしなくても電力を消'費するため、電池の消'耗が早く 
なることがあります。 

• ズーム動作を繰り返す。 

• シャツターボタンをキ押しして、オートフォーカス動作を繰り返す。 

• バソコ ンやプリンタとの接続時。 
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電あを 入れる/取り出す 


電池を取り出す 




電ミ也/コネクタカバーを閉じます。 








I 力ードを入れる/取り出す 

力ード （ xD ピクチャーカード）について 


この カメラは付属の xD ピクチャーカードを使います。本書では、 xD ピ 
クチャーカードを「力ード」と呼びます。 この カメラで撮影した画像は、 
カードに記録されます。カードに記録された画像は削除したり、パソコ 
ンに取り込んで加工することができます。 



カードに保存されている内容がわかるよう 
(こ、スペースに メモをすることができます。 


カメラの信号を読み取る接点です。金色の部 
分に手を触れないでください。 



みミ主意 

• オリンパス製]; I 外の巿販のカードや、パソコンなどの他の機器でフォー 
マットした力ードは、このカメラで認識できないことがあります。お使い 
になる前に、必ずこのカメラでフォーマットしてください。詳しくは別冊 
の「取扱説明書応用編」をご覧ください。 
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力ードを入れる/取り出す 


カードを入れる 


このカメラは、撮影した画像データを力ードに記録します。力ードが 
入っていないと撮影できません。 

力ードを入れる前、取り出す前に下のことを確認してください。 

① 電動バリアが閉じている 

② 液晶モニタがミ肖えている 
⑤ランプがミ肖えている 




'—②液晶モニタ 
—③ランプ 



® の部分を押しながら電池/ 
コネクタカバーを矢印の方向 
に開きます。 


電 ミせ/コネクタカバー 
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力ードを入れる/取り出す 



図のように、カードス□ットに 
カードを入れます。 

完全に入ると、カードがロックされ 
ます。 


?ヒント 

• カードが止まるまで、奥までまつす 
ぐに差し込みます。 



A 注意 

• カードの向きを変えたり、斜めに入れた場合、接触面が破壊されたり、カー 
ドがカメラから抜けなくなることがあります。 

• カードが奥まで挿入されていないと、カードに記録できないことがあ 
ります。 



電ミ也/コネクタカバーを閉じます。 


がま意 

• カードカバーが開いていると、電池/コネ 
クタカバーが閉まりません。 
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力ードを入れる/取り出す 


力ードを取り出す_ 

J 電池/コネクタカバー、力ードカバーの順に開きます。 

2 力ードを押し込みます。 

カードが少し手前に出ます。 


み注意 

• カードはペンなどの先のとがったものや硬いもので押さないでください。 

• カードを押した隙に指をすぐに放したり、指ではじくようにして押すと、 
カードが勢いよく飛び出すことがあります。 



3力-ドを取り出します。 


みミ主意 

• カメラの電源が入っているときは絶対にカードカバーを開けないでくださ 
し、。カード内のデータが破壊されるおそれがあります。破壊されたデータ 
の復旧はできません。 

• カード表面にシールなどを目よると、カメラから取り出せなくなることがあ 
りますので貼らないでください。 
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源を入れる/切る 


電源の入れ方は、「撮影モード」「再生モード」のときで操作が異なります。 

みま意 

• カメラの電源が入っているときは、絶対にカードカバーを開けたり、電池 
や AC アダプタ/バワーカプラーの抜き差しをしないでくださし、。カード内 
のデータが破壞されるおそれがあります。破壊されたデータは複旧できま 
せん。 


?ヒント 

•初めてお使いじなるときは、[日時を設定してください]と表示されます。 
設定方法については、別冊の「取扱説明書応用編」をご幫ください。 


撮影するとき（撮影モード) 


電源を入れる パヮ- モ-ド 

スイッチ タイヤル 

モードダイヤルを〇また 
は留に七ットし、パワース 
イツチを押します。 


レンズが繰り出し、液晶モニタ 
に被写体が表示されます。 

撮影モード 

〇 :静止画を撮影します。 

篇：ムービー（動画）を撮影し 
ます。 



?ヒント 

• 電源を入れたまま約3分間放置すると、電池の;'肖耗を防ぐため待機状態にな 
り、カメラは動作を停止します。ズー厶ボタンなどのいずれかのボタンを 
押すと復帰します。 

• 電源を入れたまま約15分間が置すると、電池の消‘耗を防ぐため、電源が切 
れます。パワースイッチを押してください。 
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電源を入れる/切る 


電源を切る 

みパワースイッチを押します。 

液晶モニタが消'なし、レンズを収納 
します。 



再生するとき（再生モード) 


電源を入れる 


今モードダイヤルを囚にセッ 
卜し、パワースイッチを押し 
ます。 

撮影した画像が液晶モニタに表 
示されます。 

?ヒント 

• 電源を入れたまま約3分間が置すると、電池の消‘耗を防ぐため、電源が切れ 
ます。パワースイッチを押してください。 

• 撮影モードでクイックビューボタンを押しても、画像を表示することがで 
きます （ QU に KVIEW )。 



電源を切る 

ブパワースイッチを押します。 

液晶モニタが消'なします。 

?ヒント 



• 撮影モードでクイックビューボタンを押して画像を表示した場合は、 ]； ■(下 
の動作で撮影モードに戻ります。 

クイックビューボタンを押す/シャッターボタンを半押しする 
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止画を撮影する 

液晶モニタを見ながら撮影します。 

緑ランプ 

フラッシュ発光予告 
/フラッシュ充電 

AF 夕ーゲットマーク 

液晶モニタの表示については、別冊の「取扱説明書拓用編」をご覧く 
ださい。 





モードダイヤルを〇にセッ 
卜し、パワースイッチを押し 
ます。 

レンズが繰り出して、液晶モニ 
夕に被写体が表示されます。 
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静止画を撮影する 


2 液晶モニタを見て、電池残量 マーク 
が@ (緑色）になっていることを 
確認します。 



•電池残量マークについて 

電池残量マークの状態はな下のようじ変化します。 

点む瓶） 

撮影できます。 

点口成） 

ん 

電池が残り少なくなりました。巧電済みの電池と交換 
するか、巧電してください。 

▼ 

[電池残量があリ 
ません]と表示 

電池がなくなリました。充電済みの電池と交換するか、 
巧電してください。 


3 AF ターゲットマークを 被写体に合わ 

せます。 

撮影可能枚数が液晶モニタに表示されま 
す。 


?ヒント 

液晶モニタが見じくい 

• 晴天下のように明るい場所では、液晶モニ 
夕の画像に縦スジが入ることがあります。 

• 明るい被写体にレンズを向けると、液晶モ 
二夕の画像にスミア（白い帯状の縮）が見 
られる場合がありますが、撮影画像への影 
響はありません。 


AF 夕ーゲットマーク 
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静止画を撮影する 



シャツターボタンを軽く押しま 
す。伴押し） 


ピントと露出がままり、液晶モニタ 
に緑ランプが点なします。 

?ヒント 



• フラッシュが発光するときは、フラッシュ発光予告マークが点灯します。 
•緑ランプが点滅した場合は、ピントが合っていません。もう一度、シャツ 
ターボタンを軽く押し直してください。 


5 半押しの状態から、さらにシャツ 
ターボタンを押して、撮影しま 
す。佳押し） 

撮影した画像がカードに記録されま 
す。 

香ヒント 

• カードへの記録中はカメラ本体のランプがホく点滅します。 

• カメラ本体のランプが点減中は、絶巧にカードカバーを開けたり、電池や AC 
アダプタ/パワーカプラーの抜き差しをしないでください。撮影した画像が 
記録されないだけでなく、記録済みの画像が破壊されるおそれがあります。 



ランプ 


•メモリゲージについて 

撮影すると、メモリゲージが点灯し 
ます。方モリゲージの点な中は撮影 
した画像をカードに記録していま 
す。メモリゲージがすべて点灯して 
いるとき（右図の状態）は次の撮影 
はできません。しばらく待って、メ 
モリゲージが消なしてから次の撮 
影をしてください。 



パワースイッチを押すと、電源が切れます。 




止画を再生する 


再生モードにすると、最後に撮影した画像が液晶モニタに表示されま 
す。 

I モードダイヤルを因にセツ 
卜し、パワースイッチを押し 
ます。 


再生モードになり、液晶モニタに 
撮影した画像が表示されます。 

?ヒント 

• 撮影モードで電源が入っているときは、クイックビューボタンを押しても、 
画 f 象を表示することができます （ QU に KVIEW )。 

•画面上の撮影情報は、3砂で消えます。 



2 十字ボタンりを押して、画 
像を切り替えます。 


10コマ前の画像へ 




0パワースイッチを押すと、電源が切れます。 

?ヒント 


• 撮影中にクイックビューボタンを押して画像を表示した場合は、 J ； (下の動 
作で撮影モードに戻ります。 

クイックビューボタンを押す/シャッターボタンを半押しする 
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[OLYMPUS Master について 


OLYMPUS Master は、カメラで撮影した画像をパソコン上でさまざま 
なち度から楽しめる機能を取り入れたアプリケーションソフトウェア 
です。 

大量に撮影した画像もアルバム感覚で管理でき、カメラからの取り込 
みや編集、プリントも簡単に行えます。 


OLYMPUS Master Version 1 CO 


泣 巧 

■♦SR り込む バックアップ 

岛 

貴 % 

ブリント «しむ 

巧 

アツブブレード 

□ホ邸 r ろ R モ Wi い OLYMPUS X 


別冊の「取扱説明書あ用編」では、下の内容を説明しています。 
- OLYMPUS Master のインストール方法 
-カメラとパソコンの接続方法 
-カメラからの画像の取り込み方法 


•静止画•ムービー（動画）のち生方法 

OLYMPUS Master ではカメラのューザ登録ができます。 

ューザ登録をすると、ソフトやファームウエアのアップデートのお知 
らせなどが届きます。 

OLYMPUS Master の詳しい使い方については、 OLYMPUS Master の 
「ヘルプ」および取®説明書をご覧ください。 
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OLYMPUS 面 


オリンパスイタ-ジンヴ株式会な 

干 163-0914 東京都巧宿区西新宿2の3の1新宿モノリス 


ホームページのこ案内 

http://www.olympus.co.Jp/ 


ホームぺージによる情報提供について 

製品仕様、パソコンとの接続、 0S 対応の状況、 Q&A などの各種情報をご提供しております。 
オリンパスホームぺージ （http://www.olympus.co.jp/) から「お客様サポート」一「映像•情 
報分野」^「デジタルカメラ/プリンタ」へ進み、ご利用ください。 

商品に関するお問い合わせ窓口（オリンバスカスタマーサポートセンター) 

フリーダイヤル 

^ 0120 -0842 15 

携帯電話- PHS からは 0426-42-7499 

FAX 0426-42-7486 

調査等の都合上、回答までにお時間をいただく場合があリますので、ご了承ください。 
より迅速、正確にお答えするためにお手数ですが、取巧説明書応用編の「お問い合わせ 
いただく前に（お願い)」の内容をあらかじめご確認ください。 

営業時間 平日 9 : 30〜21: 00 

± ■日-祝日 10 : 00〜18 : 00 
(年末年始、システムメンテナンス日を除く） 

修理に関するお問い合わせ、修理品ご送付先 

TEL 0266-26-0330 FAX 0266-26-2011 

干％ 4-0083 長野県岡谷巿長地柴宮 3-15-1 

オリンパス岡谷修理七ンター 

営業時間 9:00〜17:00 (日曜、夏期•年末年始休業、システムメンテナンス日を除く） 

国内 サー ビス ステーシヨ ン（修理受付窓口） 

まま干101 -0052 千代田区神田小川巧1の3の1 

小川巧兰■井ビル（オリンパスプラザ内） Tel.03 (3292) 3403 

♦L 幌〒060 -0034 札幌市中央区化4まま1の2の3化幌フコク生命ビル Tel.011 (231) 2320 
仙台 干 981-3133 仙台市泉区泉中央1の13の4泉エクセルビル Tel.022 (218) 8421 

名古屋 干 460-0003 名古屋市中区錦2の19の25日本生命広小路ビル Tel.052 (201) 9571 

大阪 干 542-0081 大阪市中央 区 南船場2の12の26オリンパス大阪センター Tel.06 (6252) 6995 
広島〒 730-0013 広島市中区八 T 堀16の11日本生命ぶ島第2ビル Tel.082 (228) ：3821 

福岡 干 810-0004 福岡市中央区渡辺通3の6の11 福岡フコク生命ビル Tel.092 (761) 4466 
X± •日曜、ネ兄日および年末年始•夏期イ木暇は原則として休業させていただきます。 
オリンパスプラザ内のま京サービスステーションは±曜も営業しております。 
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